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	概要
国または地域 : 韓国
業界 : 通信業
プロフィール
韓国のソウルに本社を置く KT は固定回線、IP/無線電話、インターネット サービスを提供する通信会社です。個人および企業向けに、付加価値のあるテレフォニー サービスを提供しています。
ビジネス状況
6 か所の運用センターに分散していた運用支援システム (OSS) を 1 つの OSS に統合することで、新サービス導入の強化を目指していました。
ソリューション
Microsoft® Visual Studio® .NET 2003 を使用してモジュール形式の OSS を作成しました。Microsoft Windows Server™ 2003 Datacenter Edition オペレーティング システム上で実行される Microsoft SQL Server™ 2000 Enterprise Edition (64 ビット) に 15 TB のデータベースを展開しました。
メリット
· データベースの集中管理 

· 年間 9 千万ドルの運用経費削減 

· 顧客満足度の向上 

· 市場投入期間の短縮 

· テレコムグレードの可用性 
	
	
	SQL Server 2000 を使用したこの NeOSS システムを全国的に展開することで、年間 940 億ウォン (およそ 9千万ドル) の運用経費削減を見込んでいます。
(Woo-Sung Kim 氏、 KT 運用支援システム研究所 局長)


	
	
	
	競争の激しい韓国の電気通信市場で 2600 万もの顧客を抱える既存事業者の KT では、新しいサービスを迅速に導入する体制が求められていました。ところが、同社の運用支援システム (OSS) は 6 か所の運用センターに分散されていたため、相互運用性に関する問題と対応の遅れを招いていました。このため、新サービスの迅速な導入は難しい状況でした。また、各運用センターにある 100 を越える Oracle データベースに保存されたデータの統合も必要でした。

KT は、Visual Studio .NET 2003 開発システム、.NET Framework、および Windows Server System 統合サーバー ソフトウェアを採用し、各地域の運用センター間で機能する、モジュール形式の、緩やかに結合された OSS を構築しました。トータルのサイズが 15TB にも及ぶデータベースは、Windows Server 2003 Datacenter Edition 上で実行される SQL Server 2000 (64 ビット) を使用して統合されました。この結果、同社は年間 9 千万ドルの運用経費削減を見込んでいます。




状況
KT Corp. (旧 Korea Telecom) は韓国の大手通信会社で、個人および企業を対象にサービスを提供している既存事業者です。固定回線、IP/無線電話、高速の有線/無線インターネット サービス、Web ストレージ、統合 e ビジネス、および次世代ネットワーク (NGN) サービスなど、幅広い製品とサービスを提供しています。

これまでも革新的な製品とサービスを提供してきた KT ですが、競争が激しく変化の速い電気通信市場で競争優位を維持するうえで、新しい製品とサービスの導入の迅速化を図る必要がありました。他の通信会社同様、新しい製品やサービスをタイムリーに導入できるかどうかは、会社の運用支援システム (OSS) の新しいサービスをサポートする対応の早さが鍵を握っています。

KT では、6 か所の運用センターを通じて顧客に対応しており、各センターに独自に配置された OSS がソウルのデータ センターにある集中管理された受注、業務支援システム (BSS) およびネットワーク管理システム (NMS) と連携しています。サービスの提供と保証を行う各センターの OSS システムは次の 3 つのサブシステムで構成され、各サブシステムにはそれぞれ異なる機能と目的があります。

· Telecom-Service Integration Management System (TIMS) 

· Repair and Installation Management System (RIMS) 

· Access Network Support & Warranty for End Resources (ANSWERS)
ビジネス サービスおよび基幹となる設備管理を提供する集中管理 OSS システムは、次の 2 つのサブシステムで構成されます。

· Dedicated Line Maintenance and Operation System (DELMONS) 

· Trunk Management System II (TRUMAN II)
当初 OSS システムは、2 層からなるクライアント/サーバー アーキテクチャに基づいて作成されていました。各アプリケーションには、クライアントがデータ処理の大部分を実行してデータがサーバーに保存されるファット クライアントと、専用の Oracle データベースがありました。この古いアーキテクチャでは、新しいタイプのサービス提供の統合が困難で、コストと時間がかかりました。また、地域ごとにベース コードがカスタマイズされ、複数の OSS システムが各センターに独立して存在していたため、次のようなさまざまな技術上の困難を招いていました。

· 独立した OSS サブシステムと集中管理の受注、BSS および NMS システム間の相互運用性の問題。相互運用性の問題においては、複数のポイントツーポイント接続の存在、NMS プロトコルの違い、構成のカスタマイズ、およびコード変更が各サービスに関連していました。 

· 独立した OSS サブシステムと集中管理システム間でのデータの重複。KT のレガシ OSS システムのデータは、各地域の運用センターに配置されている膨大な数のデータベース サーバーに分散されていたため、運用担当者の作業には困難が伴いました。 

· 異なるサブシステム間でのデータ形式の不整合。各データ センターで独自にカスタマイズしたデータ スキーマと書式規則を採用できたため、複雑なプログラミングや運用センターとソウルのデータ センター間でのデータ変換が必要でした。 

· システム全体での標準化されたワークフローによるビジネス プロセスの欠如。

データベースが分散された従来のソリューションでは、あるアカウントの全体を表示することは困難でした。これは、優れた顧客サービスの提供には不可欠です。大量のアプリケーションと分散されたデータベース サーバーのメンテナンスには、正確な技術を持つ専属のチームが必要となり、既存のソリューションにはコストもかかりました。

Woo-Sung Kim 氏 (KT 運用支援システム研究所局長) は次のように述べています。「独立したシステムが分散されていることは、大きなデメリットです。各システムに独自のワークフロー プロセスが存在するため、KT ではワークフローを標準化できませんでした。システムごとに異なるワークフローは運用コストを引き上げていました。このため、KT では集中管理による表示でコストの削減を狙いました。」

また、分散されたデータベースは、データのセキュリティと整合性の面でも KT にとって悩みの種でした。

「データを管理するデータベース管理者が多すぎたのです。新しいサービスを導入するたびに、安全な環境を維持する困難さが目立ってきました。また、アプリケーションに返される顧客情報が最新ではないこともよくあり、手動での更新が必要でした。これは、ソウルの中央システムと各地域のデータ センターの間でのデータの同期化に問題があるために発生した問題です。」

最終的に、KT は OSS インフラの完全な入れ替えを決断し、新しいソリューションに次のものを求めました。

· データベースの集中管理 

· 開発および運用コストの削減 

· より効率的な OSS による顧客満足度の向上 

· 新しいサービスの市場投入期間の短縮 

· テレコムグレードの可用性の実現 

· インフラストラクチャの複雑さの低減

ソリューション
テジョンにある KT の OSS 研究所が、新しいソリューション New Operations Support Systems (NeOSS) の設計を担当しました。
研究グループは、OSS プラットフォームを緩やかに結合されたモジュールの集まりとして再構築し、これをレガシ システムとシームレスに統合することを目指しました。ソリューションの構築には、Web サービスとサービス指向アーキテクチャが使用されます。
初期の段階で OSS 研究グループが直面したのが、開発環境の選択です。選択肢は、Java 2 Platform, Enterprise Edition (J2EE) か、次の組み合わせのどちらかに絞られました。
· icrosoft® Visual Studio® .NET 2003 開発システム 

· Microsoft .NET Framework - Microsoft Windows® オペレーティング システムの重要なコンポーネントで、Web サービス、Web アプリケーション、およびスマート クライアント アプリケーション用のプログラミング モデルとランタイムを提供します。 

· Microsoft Windows Server System™ 統合サーバー ソフトウェア - BizTalk® Server 2004 や、Windows Server™ 2003 上で実行する SQL Server™ 2000 など。
KT は Microsoft Consulting Services (MCS) および Microsoft Customer Support Services (CSS) と協議を行い、エンタープライズ規模の導入事例を見学するために他のマイクロソフトの顧客のサイトも訪問しました。そして最終的に、マイクロソフトが提案したソリューションが最も完成度が高く、統合されたソリューションであるという結論に達しました。
「今回のように複雑なプロジェクトの場合、マイクロソフトが提案するワンストップ ショッピングのメリットは明白です。Visual Studio .NET はサービス指向アーキテクチャの構築を容易にし、SQL Server 2000 はエンタープライズ グレードのデータベース ソリューションを提供します。」と Kim 氏は述べています。
納期と予算に見合うプロジェクトの完成
NeOSS プロジェクトは 2003 年 1 月に開始し、KT から 100 名の研究者、外部から 200 名のシステム インテグレータと開発者、そしてマイクロソフトから 20 名のコンサルタントが参加しました。

完成したソリューションでは、現在の導入開始段階で 1 日あたり 10 万件の受注が処理され、5 千万近くの SQL トランザクションが実行されています。今年末の導入完了時には、1 日あたりの受注数は 28 万件に達する見込みです。

また、データベースのサイズは最大で 2.5 テラバイトになると予想され、NeOSS のサポート対象を 2600 万人の全顧客に広げた場合、SQL Server データベースでのサイズは合計で 15 テラバイトになる見込みです。
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「当初、外部からは、NeOSS は夢物語で KT の抱く幻想だと言われました。しかし、マイクロソフトと弊社のチームが協力して取り組んだ結果、SQL Server 2000 や Microsoft .NET (接続ソフトウェア) テクノロジなどの Windows Server System 製品の力を最大限に引き出してこの夢物語を現実のものとすることに成功したのです。」と、Yee-Mok Choi 氏 (SICC 部長) は述べています。
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モジュラ設計の作成
NeOSS はモジュールの集まりとして作成され、各プロセスは種類別、機能別にグループ化されています。各グループのデータは SQL Server データベースで集中管理されます。モジュールはすべて KT のカチョン (果川市) データ センターに展開され、エンタープライズ アプリケーション統合 (EAI) 層を介して、各モジュールの統合やモジュールとレガシ BSS システムとの統合が実現しました。各モジュールは次の 3 層で構成されます。
· プレゼンテーション層 - Microsoft インターネット インフォメーション サービス (IIS) 6.0 および Microsoft Windows Server 2003 Enterprise Edition を実行します。 

· アプリケーション層 - Web サービスが含まれ、Windows Server 2003 Enterprise Edition 上で実行されます。この層は Microsoft .NET Framework を使用して作成されました。 

· データベース層 - モジュール データベースは、64 ビット バージョンの Windows Server 2003 Datacenter Edition で実行する SQL Server 2000 Enterprise Edition (64-bit) 上でホストされます。データベースは、Intel Itanium 2 (1.5 GHz) プロセッサを搭載した 3 台の 64 ビット HP (ヒューレット パッカード) Integrity Superdome サーバー上で実行されます。各 Superdome サーバーは、最大 64 基の CPU と128 GB のメモリをサポートします。また、各サーバーが SQL Server 2000 Enterprise Edition (64-bit) を実行する 4 つのパーティションに分割されています。
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表的なモジュールは次の 6 つです。
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· NeOSS-Facility Management (FM) - マスタ データベース プラットフォームで、すべてのネットワーク管理層およびサービス管理層に設備情報を提供します。NeOSS-FM は SQL Server 2000 データベース、インベントリ管理 API、およびアプリケーション層で構成されます。KT はマスタ データベースのスキーマを柔軟な設計にして、新しいネットワーク要素の種類を簡単に追加できるようにしました。すべてのアクセスを、3 千を超える Transact SQL ストアド プロシージャを使用して記述されたインベントリ管理 API で実行することにより、最高のパフォーマンスを実現しました。ポーリング サービスは Visual Studio .NET と Microsoft ADO.NET で作成され、SQL Server のマスタ データベースに挿入するネットワーク管理レコードをレガシの Oracle データベース サーバーから取り出します。
· NeOSS-FM モジュールには1.6 テラバイトの単一インスタンス SQL Server データベースが含まれます。このデータベースは、16 基の CPU と 32 GB のRAM を搭載した 64 ビット HP Superdome サーバーの1 つのパーティションに配置されています。 

· NeOSS-Service Order (SO) - BSS システムから入力されるサービス受注を調整し、受注追跡機能と先行受注機能を提供します。NeOSS-SO にはカスタマイズされたワークフロー ルール エンジン サービス (C# で作成) が含まれます。これは、先行受注、プロビジョニング、受取検証、ライフサイクル追跡、受注分解、および受注の Service Level Agreement (SLA) 実現といった作業工程処理のさまざまな段階を管理するサービスです。BSS システム は、C# と Visual Studio .NET 2003 で記述された Web サービスを呼び出して受注入力を伝送します。次に、サービス受注のワークフロー エンジンがこの情報を SQL Server データベースに格納し、受注の処理の進行に合わせて情報を更新します。サービス受注ワークフロー エンジンは、加入者線、設備線、または幹線情報などを含む設備データを必要とします。この情報は、SQL Server データベースを呼び出す抽象的なデータ アクセス層を使用して、NeOSS-FM データベースから取得されます。このアクセス層は ADO.NET を使用して作成されました。NeOSS-SO モジュールは1.6 TB の単一インスタンス SQL Server データベースを含みます。このデータベースは、8 基の CPU と 16 GB のRAM を搭載した 64 ビット HP Superdome の1 つのパーティションに配置されています。 

· NeOSS-Access Domain Manager (ADM) - SO または Service Assurance (SA) から送信された作業工程を EAI バス (データ伝送パス) 経由で受信した後、NeOSS のサービス プロビジョニング、サービス メンテナンス、およびネットワーク管理機能を提供します。ADM は、加入者線または設備線の選択、アクティブ化、またはテストの後に、必要に応じて同じ EAI バスを使用して Workforce Management (WM) への作業工程を開始します。ADM の核となる NMS 機能は、ネットワーク要素の構成、パフォーマンスの検証、および障害の認識です。
· NeOSS-ADM モジュールは1.25 TB の単一インスタンス SQL Server データベースを含みます。このデータベースは、16 基の CPU と 32 GB のRAM を搭載した 64 ビット HP Superdome の1 つのパーティションに配置されています。 

· NeOSS-Service Assurance (SA) - 顧客からの "トラブル" チケット要求を受信し、エンドツーエンドでワンストップの自動復旧による障害管理を提供します。統合された障害受信サービスが、影響を受ける電話線、ADSL 線、専用設備線、またはその他の要素に関する設備情報を自動的に FM サブシステムから取得し、EAI バス経由で WM サブシステムに送信されるトラブル チケットを生成します。SQL Server データベースには、トラブル管理および追跡、顧客サービスおよび情報照会、単純で詳細なテスト結果、受注追跡およびケーブル設備情報管理に必要なレコードが格納されます。
· NeOSS-SA モジュールは1.3TB の単一インスタンス SQL Server データベースを含みます。このデータベースは、16 基の CPU と 32GB のRAM を搭載した 64 ビット HP Superdome の 1 つのパーティションに配置されています。 

· NeOSS-Workforce Management (WM) - SO、SA または FA サブシステムから EAI バス経由で作業工程要求を受信します。作業工程は、修理/設置エンジニアが作業要求を完了するために十分なアプリケーション情報で構成されます。WM は、作業工程の分析とスケジュール確認を行った後で、選択された修理または設置エンジニアの PocketPC 宛てに、無線データ通信によってアプリケーション情報を自動的に配信します。WM サービスからはオンサイトのフィールド技術者を監視でき、フィールド技術者は作業の進行状況に応じて WM データベースを更新できます。Microsoft WindowsR ベースの、カスタマイズされたモバイル ゲートウェイ サービス (C# で作成) は、TCP ソケットを介して Microsoft .NET Compact Framework を実行する PocketPC と通信します。Microsoft .NET Compact Framework は Microsoft .NET Framework のサブセットで、ハードウェアの種類に関係なく、限られたリソースのコンピュータ端末上でプログラムを実行可能な環境を開発者に提供します。
· NeOSS-WM モジュールは630 GBの単一インスタンス SQL Server データベースを含みます。このデータベースは、8 基の CPU と 16 GB のRAM を搭載した 64 ビット HP Superdome の1 つのパーティションに配置されています。 

· NeOSS-Customer Service Guarantee (CSG) - KT の顧客サービス サブスクリプションに対して、サービスの品質情報および運用情報を提供します。CSG のコア コンポーネントは、SLA 管理と Service Quality of Service (QoS) 管理です。このうちService QoS 管理は、アクティブ化、障害および通信品質情報の収集、要求保証、SLA 違反の統計データ管理、SLA 違反の超過支払い情報作成、およびさまざまな Custom Network Management (CNM) 機能を実行します。CSG データは SQL Server 2000 データベースに格納され、共通のデータ アクセス層を使用してアクセスされます。
EAI とワークフロー
EAI はこのソリューションの鍵となる要素です。KT では BizTalk Server 2004 のパフォーマンス、スケーラビリティ、信頼性、接続性、ワークフローおよびビジネス プロセス管理機能をテストした結果、BizTalk Server 2004 を使用して EAI を作成することにしました。BizTalk Server 2004 を使用して EAI バスを構築し、ワークフロー プロセスを作成しました。

EAI バスは、BizTalk Server 2004 のメッセージング機能に採用されている業界標準の XML Web サービス、XML メッセージ、およびSOAP 呼び出しを使用して、レガシ BSS システムからのメッセージ転送と、全 NeOSS モジュール間の対話を実現します。EAI は、ビジネス プロセス間の非同期統合層として機能することで、スケーラビリティを提供し、緩やかに結合されたモジュラ構造を可能にしています。個別のモジュールで発生した一時的な障害の場合、システム全体の利用に与える影響は小さいことから、モジュラ ソリューションの導入によってもたらされる高可用性というメリットも期待されました。

BizTalk Server 2004 とそのルール エンジンは、Kornet、NESPOT、HSS (High Speed Service) および ID サービスのビジネス プロセス管理に使用されました。当初、KT はこの他の OSS ビジネス用にカスタムのルール エンジンとプロセス管理サービスを作成しました。しかし、KT は BizTalk Server の機能に注目し、現在、同社のカスタマイズ済みワークフロー プロセスを BizTalk Server 2004 に移行するための作業を評価中です。

Bung-Duk Chung 氏 (KT 常務取締役) は次のように述べています。「BizTalk Server 2004 は、業界標準のビジネス プロセス管理ツールと、BizTalk の持つ拡張性という 2 つの優れたメリットを提供します。これは、私たちがこれまで実現できなかったもので、私たちのビジネス ニーズにとって非常に魅力的なものです。」

Web サービス
KT はレガシ サブシステムとの統合にWeb サービスを使用しています。たとえば、BSS のサブスクリプション レジストリから SOAP を呼び出してサブスクリプションと受注情報を伝送するために Web サービスが実装されています。

高可用性

システム障害が多数の顧客に影響を及ぼす電気通信分野において、高可用性の確保は特に重要な課題です。高可用性は、Windows Server 2003 のクラスタ サービス機能を使用した Superdome Integrity サーバー間の自動フェールオーバーにより強化されます。NeOSS データは、EMC Symmetrix DMX3000 シリーズの Storage Area Network (SAN) に格納されます。NeOSS の高可用性は、DMX 3000 の RAID (Redundant Array of Independent Disks) 1/0 のデータ保護オプションによって強化されます。このオプションは、4 個のハイパーボリューム ミラー ペアにデータをストライピングします。
SAN は現在 84 個のディスク ドライブで構成されており、合計サイズは 12TB です。また、今後の需要に応じて拡張できます。SAN には 2GB/秒 で稼動するファイバ チャネル ホスト/SAN ポートを 16 個使用し、自動フェールオーバーと障害分離によってディスク入出力 (I/O) のリダイレクトを提供します。各 HP Superdome サーバーは、EMC PowerPath を使用する Emulex ホスト バス アダプタ (HBA) を 2 個以上サポートします。自動ロード バランシングおよびパス フェールオーバーによって複数の I/O パスを管理し、パフォーマンスと可用性を向上させます。EMC の TimeFinder/Snap を TimeFinder SQL Integration Module と共に使用することで、すぐにアクセス可能な BCV (Business Continuance Volume) を提供します。
メリット
NeOSS および NeOSS の Windows Server System 統合サーバー ソフトウェアは、データの集中管理、年間 9 千万ドルの経費削減、顧客満足度の向上、市場投入期間の短縮、およびテレコムグレードの可用性など、多くののメリットを KT にもたらしました。

「以前の OSS では、一貫したストレージ管理ポリシーの維持は複雑な作業でした。NeOSS と SQL Server 2000 を使用した現在のソリューションでは、1 つのデータベース管理者チームですべての顧客データを安全に管理しています。」と Kim 氏は述べています。

NeOSS の管理は、Microsoft Operations Manager (MOM) 2005 および Microsoft Systems Management Server (SMS) 2003 を使用することでも強化されています。

年間 9 千万ドルの経費削減

KT では、運用コストの削減と既存サービスのメンテナンスおよび新サービスの作成にかかる費用の削減によって大幅な経費削減の達成を見込んでいます。また、UNIX と Oracle のソリューションから Intel ベースのサーバー上で実行する Windows ベースのソリューションへの移行による、ハードウェアおよびソフトウェア費用の600 万ドルの削減もこの中に含まれます。

「SQL Server 2000 を使用したこの NeOSS システムを全国的に展開することで、年間 940 億ウォン (およそ 9千万ドル) の運用経費削減見込んでいます。NeOSS を導入する前は、システムごとに配置された専属スタッフが、データ センターの運営とサービスの展開およびメンテナンスを行っていました。新しいシステムのメンテナンスは、高度なスキルを持つテクニカル オペレータの 1 つのグループによって実施され、大幅な経費削減と作業効率の向上をもたらしました」(Kim 氏)。

顧客満足度の向上

優れた顧客サービスの提供は常に KT の理念であり、分散された OSS アプリケーションとデータベースがもたらす非効率な作業のためにその努力が報われないこともありました。従来の OSS システムの場合、サービスを要求している顧客が、受注入力にかかる時間や、受注の処理状況を示すフィードバックがすぐに届かないために不満を覚える可能性がありました。

NeOSS ではすべてが変わりました。マイクロソフトのソリューションは KT のビジネス プロセスを BizTalk Server 2004 で統合し、SQL Server でデータベースを集中管理します。これは、次のような KT の目標達成を支援します。

· 顧客へのサービス受注追跡および先行受注の提供 

· 高度に統合された Web ベースのアプリケーションとすべてのデータにアクセス可能な環境がもたらす、ワンストップの問題処理およびサービス受注処理 

· 効果的な社員管理による、顧客のサービス要求に対するリアルタイムの処理状況の提示 

· 設備管理とオンラインの現場情報が統合されてすべてアクセス可能となったことによる、タイムリーなビジネス判断 

「SQL Server では、KT のデータをすべて 1 か所に格納できます。このため、当社のオペレータおよびフィールド技術者は情報に基づいて迅速な判断を顧客に提示でき、すばらしい価値とサービスを提供できるのです。」と Kim 氏は述べています。

市場投入期間の短縮

ほとんどすべての通信会社は、年々競争が激しくなる市場で、特に基本サービスの価格引き下げへを迫られています。顧客の引き留めの難しさが、コモディティ化する価格競争の問題に関わってきます。このような市場で成功するために、KT では顧客の獲得と維持において競争優位を保つために新しいサービスを迅速かつ効率的に投入可能な体制を必要としていました。

以前のシステムの緊密に結合された 2 層式アーキテクチャでは、新しいサービスの迅速な導入は困難でした。NeOSS の緩やかに結合されたモジュラ アーキテクチャに BizTalk Server 2004 で作成された EAI バスを組み合わせ、標準ベースの Web サービスを使用することで、新しいサービスの市場投入期間が大幅に短縮されます。

また、Visual Studio .NET と .NET Framework を使用し、SQL Server 2000 を採用することで開発者の生産性も向上しました。NeOSS の EAI バスと Web サービスの使用によってレガシ システムとの通信が単純化されたことでも、開発期間が大幅に短縮されました。これらすべてが、以前の実装やその他の競合するソリューションに比べて開発およびビジネス プロセスにかかるコストを低く抑える結果につながっています。たとえば、以前のシステムでは OSS システムと BSS システム間のプロトコルおよび統合メカニズムの定義には、開発者チームと技術主任チームの 2 チームが関わっていました。現在では、1 名の業務主任が BizTalk Server 2004 のビジネス プロセス管理ツールを使用し、1 名の開発者が統合に使用するオープン XML の Web サービスを作成するだけです。

「新しいサービスの開発と展開にはコストがかかり、また複数のチームの協力が必要なこともありました。当社は、市場投入期間の短縮や投資利益の確保を求めていましたが、マイクロソフトのソリューションがこれらを実現しています」と Kim 氏は述べています。

テレコムグレードの可用性

KT が NeOSS システムに求めたテレコムグレードの可用性は、HP Integrity Superdome サーバーの Windows Server 2003 Datacenter Edition 上で実行する SQL Server 2000 Enterprise Edition (64 ビット) にデータを集中管理させることで実現しました。KT では、Microsoft クラスタ サービス、SQL Server 2000 のログ配布機能、および SQL Server 2000 での分割ミラー バックアップ機能のサポートなど、多くの機能を使用して高可用性を確保しています。

Bung-Duk Chung 氏 (KT 常務取締役) は次のように述べています。「通信会社には、信頼性の高いシステムを顧客に提供する特別な責務があります。SQL Server 2000、Windows Server 2003、BizTalk Server、そして充実した開発環境。マイクロソフトは、当社のビジネスの中で最も重要なサービスの提供に必要なこれらのツールを提供し、NeOSS システムの高可用性の確保に役立っています。」

Microsoft Windows Server System

Windows Server System はマイクロソフトが提供する統合サーバー インフラストラクチャ ソフトウェアで、Windows Server 2003 ベースで構築されたエンドツーエンド ソリューションをサポートします。Windows Server System で行われるインフラストラクチャ構築は、マイクロソフトの包括的コンセプト「統合革新」に基づいて行われます。これは、IT 環境全体のデータおよびアプリケーションをシームレスに操作および相互運用できるよう製品やソリューションを設計する、マイクロソフトのコンセプトです。これにより、日常の運用コスト削減、IT インフラストラクチャの高い信頼性と安全性の確保、ビジネスの成長に合わせた価値ある新機能の導入などが容易に実現します。


Windows Server System の詳細については、次の URL にアクセスしてください。 

http://www.microsoft.com/japan/windowsserversystem/







図 2. モジュラ設計 - モジュラ設計では、プロセスを機能別に簡単にグループ化できます。











図 1. モジュラ設計 - NeOSS では、各モジュール間の接続やモジュールとレガシ BSS システム間の接続に、Biz Talk Server 2004 で作成した EAI 情報バスが使用されています。



































SQL Server 2000 を使用したこの NeOSS システムを全国的に展開することで、年間 940 億ウォン (およそ 9千万ドル) の運用経費削減を見込んでいます。


Woo-Sung Kim 氏 (KT 運用支援システム研究所 局長),�
�












その他の情報


導入に関するお問い合わせは、インフォメーションセンター東京(03)5454-2300 大阪(06)6347-9300　受付時間/9:30～12:00　13:00～19:00（土日祝日、弊社指定休業日を除きます）へお問い合わせください。Windows Server System の詳細については、次の Web サイトをご覧下さい。 � HYPERLINK "http://www.microsoft.com/japan/windowsserversystem/" ��http://www.microsoft.com/japan/windowsserversystem/�





KT の製品およびサービスの詳細については、次の Web サイトをご覧ください。


� HYPERLINK "http://www.kt.co.kr/" ��http://www.kt.co.kr/�
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